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グリーンインフラの社会実装を推進するための学術的支援を行うことを本研究推

進委員会の目的とする。 

グリーンインフラの概念及び実践は、造園分野においては必ずしも新しいもので

はないが、グリーンインフラの取り組みにおいては造園学の知見や技術が最大限に

生かされてしかるべきである。グリーンインフラによる持続可能な地域社会の形成に

向けた取り組みが国際的、国内的にも注目を集める中で、造園学の立場からグリー

ンインフラの取り組みに明確な概念規定を与えるとともにその評価手法を明確化す

ることは学会としての使命と考えられる。 

そこで、本研究推進委員会は、産官学民の関係者がフラットに議論し活動できる

プラットフォームを提供し、そこでの議論や活動の成果を社会に向けて戦略的に発

信することで、上記目的の達成を目指す。 
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2021 年度〜2022 年度は（11 月 30 日現在），日本都市計画学会研究交流

分科会「グリーンインフラの計画的展開と社会実装研究会」（一ノ瀬友博代

表，本研究推進委員会委員兼務）との共催により，2022 年度 JILA 全国大

会研究推進委員会フォーラム「流域治水とグリーンインフラ」を企画・開

催した。そこでは、流域治水という今日的な課題に資するグリーンインフ

ラの取り組みについて，河川政策，緑地政策，農政，環境政策の専門家を

招いて分野横断的な議論を行った。 

現在、これまでの成果を取りまとめ，グリーンインフラの概念と評価に

関する学術書の出版に向けた準備作業を，グリーンインフラの計画的展開

と社会実装研究会と共同で進めている。2023 年度はこの出版企画が主た

る活動内容となり，年度内の刊行を目指す。諸事情により中断していた，

委員による最新の研究活動および実践活動のレビュー（委員会）を復活さ

せ，必要に応じ出版コンテンツに含める。また，2023 年度も研究会主催の

オンラインセミナーのほか，全国大会の研究推進委員会フォーラムの企

画・開催を予定している。 
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 2024 年度は，前年の出版物をもとにした公開シンポジウム等を企画す

るほか，引き続き実例を通じたグリーンインフラの概念と評価に係るデー

タを蓄積し，初年度と同様の学会等の場を通じて発表する。また，6 ヶ年

の活動の成果を報告書としてとりまとめ，ウェブサイト等で公表したい。 

以上の活動を通じ，多様化するグリーンインフラ概念に対し，造園学の

立場から一定の学術的見解を与えることを最終成果とする。 


